
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 山梨県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間

平成１９年度から平成２１年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

76,750
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32,936
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5,579

33,320

11,097

835

560

韮崎市

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
女性の社会進出や核家族世帯の増加、就業形態の多様化などにより、出産及び子育て環境
は従来と大きく変化している。このため、育児と仕事の両立のための施策など少子化対策・子育
て支援のための諸施策を推進して安心して子を産み育てる環境づくりを行う。

（具体的な成果目標）
　児童センター利用者数　　　　　　　　　　 19年度 52,276人 　  21年度 52,300人
　子育て支援センター利用者数　　　　　　19年度   6,309人    21年度   6,350人
　ファミリーサポートセンター事業利用数  19年度     337件　   21年度     400件
　ファミリーサポートセンター協力会員     19年度       39人     21年度      50人

http://www.city.nirasaki.lg.jp/art407

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

放課後子どもプ
ラン推進事業

少子化対策プロジェクト

子供をすこやか
に産み育てる環
境づくり事業

児童センター運
営事業

　新生児の誕生を祝い、すこやかな成長を願うとともに赤ちゃんを生み育
てる環境の醸成を図るため、出生奨励祝金を支給する。
第１子 20,000円、第２子 70,000円、第３子以降 300,000円

　児童に健全な遊び場を与えるとともに、ひとり親や共働き家庭の児童の
放課後等の居場所を確保し、安全で健やかな発達を助長するため児童
センターを運営する。（５小学校区中４学校区）

③少子化対策プロジェクト

　児童センターが未設置の１学校区において放課後等における居場所を
確保し、児童の安全で健やかな発達を助長するため。

子育て支援セン
ター事業

　子育てセンターを設置し、子育て家庭等に対する育児不安等について
相談指導、子育てサークル等への支援等の育児支援を行う。

ファミリーサポー
ト事業

　ファミリーサポート事業は、子育ての手助けをして欲しい方と援助をした
い方が会員となり、お互いに助けたり、助けられたりして子育ての相互援
助活動を行う事業。



4,391

2,200

268,272

110,340

29,301

11,166

526,987

203,878

その他特記事項

ひとり親家庭医
療費助成事業

　１８歳未満の子どもがいる母（父）に対して医療費の助成を行う。

総　　　計

子ども医療費助
成事業

　小学校終了時までの医療費の助成を行う。

不妊症対策支援
事業

　夫婦のいずれかが継続して１年以上市内に居住する戸籍上の夫婦が
医療機関において不妊症と診断され、体外受精・顕微授精の治療を受け
ている者に治療費を補助する。


